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REACH規制：化学物質の登録、評価、認可及び制限に関する規則
TSCA：米国有害物質規制法

国内外の化学物質管理に関する法規制の動向

持続可能な開発に関する世界首脳会議持続可能な開発に関する世界首脳会議
（（World Summit on Sustainable DevelopmentWorld Summit on Sustainable Development：：WSSDWSSD））：：

__ 2020年までにライフサイクルに亘る化学物質によるリスクライフサイクルに亘る化学物質によるリスクを

最小化することが目標。
__ 2006年2月、国連環境計画（UNEP）において、

国際的な化学物質管理のための戦略的アプローチ(SAICMSAICM)が採択。

EUEU
REACHREACH規制：規制：
－2007年6月に発行

－既存化学物質と
新規と扱いが同等

－サプライチェーンを
通じたリスク評価

日本日本
改正化審法：改正化審法：
－2009年5月に改正

－既存化学物質と
新規と扱いが同等

－ハザード評価から
リスク評価へ変更

アメリカアメリカ
TSCATSCA：：
－1976年に制定
－現在、WSSD目標を

踏まえて、TSCA
改正案が審議中
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本研究の背景と目的

化学物質総合管理に関する国際対応
・SAICM（2020年までにリスクを最小化）

・REACH（川上企業が用途を把握しリスク評価）
・GHS対応

リスク評価のための情報整備の必要性
・リスク評価にライフサイクルの視点リスク評価にライフサイクルの視点
・ライフサイクルに亘るリスク評価のための統計データ、ツール
・分散しているデータベースや情報の有効活用
・川上・川下企業間の情報共有

化学物質の用途の
多様性、管理の複雑化、
規制と自主管理規制と自主管理のベスト
ミックスの必要性増大
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情報プラットホームの構築
１）ライフサイクルにおけるライフサイクルにおける曝露シナリオを網羅的に調査し、その適用範囲曝露シナリオを網羅的に調査し、その適用範囲を検討する。
２）調査した各曝露シナリオに従いリスク評価を行うにはどのような情報を得ることがリスク評価を行うにはどのような情報を得ることが

適切であるのかを明らか適切であるのかを明らかにする。
３）これらの研究成果に基づき、収集した各種情報から必要なデータを効率良く取得し収集した各種情報から必要なデータを効率良く取得し

リスクを評価リスクを評価する手段を開発する。

各府省の施策の連携・
成果の最大化



欠如している有害性情報・危険性情報を収集・整理して補間
曝露シナリオの網羅的把握とライフサイクルリスク評価手法の検討

構築する情報プラットホーム

③ ライフサイクルに亘るリスク評価事例

アウトプット情報

・主要な曝露シナリオが推定、
曝露量等が推定できる

「物質○○の△△用途では、
大気経由の吸入曝露が懸念される」

「様々な曝露シナリオでの曝露量等
を推定できる」

・化学物質のライフサイクル
に亘るリスク評価手法

「発信する事例は様々な曝露を想定
したリスク評価を行う際の参考」

・リスク関連情報を効率的に
入手できる

「必要な情報が何かが分かり、
より信頼性の高い情報を
効率よく入手できる」情報プラット

ホームへの
アクセス

不足する情報、現在評価

されていない曝露シナリオを

明確化して、問題提議

② リスク評価のためのツール

① ハザード・物性・曝露情報
・ 危険性情報
・ 有害性情報
・ 物性情報
・ 発生源情報
・ 用途・工程情報
・ 排出量情報
・ 環境モニタリング情報
・ 事故事例情報
・ 曝露シナリオ情報 など

・既存外部情報とのリンク
（国内外）

・欠如情報を補間（亜急性）
・情報検索・利用のための

テクニカルガイダンス作成

・既存のツール（国内外）とのリンク
・利用のためのテクニカルガイダンス作成

・情報プラットホームを活用した
リスク評価事例の作成（HBCD、PFOS）
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構築する情報プラットホームの機能
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ここをクリック！ここをクリック！

構築中の情報プラットホームのトップ画面
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①

②

③

①

②

③

情報プラットホームの画面の例



危険性・事故事例情報危険性・事故事例情報::
___日本や国際機関などで提供されている危険性情報DBへのリンク集

を作成した。さらに、国外事故DBのリンク集と一部の情報について
概要を日本語で作成し、国内の事故DB (RISCAD、失敗知識DB、
製品安全・事故情報など)のリンク集とあわせて利用できるように整

理しプラットホームへ実装した。

①ハザード・物性情報・曝露情報（危険性・事故事例情報危険性・事故事例情報）

危険性情報データベースChemIDplus
(NLM、米国)

事故概要説明付きリンク集
(CSB、米国) 7



①ハザード・物性情報・曝露情報（有害性情報有害性情報）

有害性情報有害性情報::
___ 日本や国際機関などで信頼性が高いとされている情報源を優先的

にリンクした。日本のPRTR、OECD HPVマニュアル、GHS分類に

おいて示されたプライオリティについても表示し、より信頼性の高いより信頼性の高い
情報を検索情報を検索できるように配慮した。

化学物質総合情報提供システム(CHRIP)
（経済産業省、日本）

International Uniform Chemical 
Information Database (IUCLID)

(ECHA, EU) 
8



①ハザード・物性情報・曝露情報（曝露シナリオ情報曝露シナリオ情報）

LinkLinkDatabase Database

１．排出源情報１．排出源情報 ２．２．排出後の曝露シナリオ情報排出後の曝露シナリオ情報

構成要素構成要素

1) 業種・産業名 2) 大工程
3) 中工程 4) 小工程

構成要素構成要素

1) ライフステージ 2) 排出媒体
3) 曝露媒体 4) 曝露対象
5) 曝露経路 6) 曝露期間

主な情報源主な情報源
1) Sector Notebooks (USA)
2) BAT参照文書(EU)

主な情報源主な情報源
1) 国内の化学物質関連法規制
2) 国内外のリスク評価書
3) 国内外の曝露評価ツール
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「「１．排出源情報１．排出源情報」」として、合計2000程度の産業工程が抽出・整理された。

構成要素の組み合わせ及びシナリオの精査を行うことにより、一般環境経由曝露、
作業者曝露、消費者曝露シナリオは、それぞれ183、48、39シナリオに整理できた。
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①ハザード・物性情報・曝露情報（テクニカルガイダンステクニカルガイダンス）

情報収集等のためのテクニカルガイダンス情報収集等のためのテクニカルガイダンス::
___ 化学物質の危険性解析と影響評価の基本スキームガイダンス
___ 急性・亜急性・亜慢性毒性情報の入手に関するテクニカルガイダンス
___ 情報の入手方法と信頼性に関するテクニカルガイダンス
___ 物性値予測ツールの入手方法と使用に関するテクニカルガイダンス 等



②リスクアセスメントツール情報（フィジカルリスク評価ツールフィジカルリスク評価ツール）

フィジカルリスク評価ツールフィジカルリスク評価ツール::
___国内外のフィジカルリスク評価ツールを分類し、米国EPAおよび

NOAAによって開発された無料の影響評価ツールALOHAにつ

いて、テクニカルガイダンス、評価の例題の作成、評価結果の商
用ツールとの比較を行った

フィジカルリスク影響評価ツール
ALOHAのテクニカルガイダンス

影響評価ツール

QRAツール

FTA,ETA,FMEAツール

CFDツール
緊急対処ツール FLACS, Fluentなど
STAR, Real-Timeなど

PHAST RISK,
SAFETI-NLなど

RISK MANAGERなど

TRACE, PHAST, SLAB 
DEGADIS, ALOHAなど

フィジカルリスク評価ツール情報の収集
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フィジカルリスク影響評価事例（地理情報システムの利用）

ALOHAによる影響評価

地図データ(神奈川県) 地理情報システム MARPLOT 

横浜国立大学
キャンパス

仮想放出源

地理情報システムに国内地図を取り込み、

影響評価結果を投影できることを確認した
12



②リスクアセスメントツール情報（健康リスク評価ツール健康リスク評価ツール）

ヒト健康リスク評価ツールヒト健康リスク評価ツール::
___ 各国のリスク評価書において、曝露評価やリスク評価に用いられ

ていたツールを中心に、アメリカ、EU、日本で主に使用されている

ヒト健康リスク評価ツールを収集した。
___ 利用者が目的に合わせてツールを選択できるように、一般環境曝一般環境曝

露評価ツール、作業者曝露評価ツール、消費者曝露評価ツール露評価ツール、作業者曝露評価ツール、消費者曝露評価ツール
に分類・整理した。
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The European Union System for the 
Evaluation of Substances (EUSES)

Exposure and Fate Assessment 
Screening Tool (E-FAST2)



消費者曝露

EUSES

ConsExpo

EASE

RISKOFDERM

ChemCAN

SRD

ChemSTEER

E-FAST

EPIsuite

PIRAT
MCCEM

WPEM

作業者曝露

一般環境経由曝露 情報元

US.EPA

ECB（EU)

△日本

その他

ECETOC-TRA

△MuSEM

△METI-LIS △ADMER

△CHEM-NITE 
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△G-CIEMS

EMKG

曝露評価ツールの収集例（ヒト健康リスクヒト健康リスク）



曝露評価ツールのテクニカルガイダンスの例

各リスク評価ツールなどの

基本情報（必要パラメータ等）基本情報（必要パラメータ等）や

操作手順（簡易マニュアル）操作手順（簡易マニュアル）を

テクニカルガイダンスにまとめて

いる。
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③ライフサイクルに亘るリスク評価事例
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① ハザード・物性・曝露情報
・ 危険性情報
・ 有害性情報
・ 物性情報

・ 排出量情報
・ 環境モニタリング情報

・ 事故事例情報
・ 曝露シナリオ情報

・工程情報
・用途情報

・製造量情報
・排出係数

② リスク評価のための
情報予測ツール

プラットホーム
情報とツール

トータルリスク評価
事例物質の選択

HBCDHBCD
臭素系難燃剤臭素系難燃剤

PFOSPFOS
フッ素系界面活性剤フッ素系界面活性剤

物質情報の収集
↓

マテリアルフロー作成
（排出量推計）

↓

ライフサイクルにおける
潜在リスクの把握

↓

事故・曝露シナリオの解析
↓

有害性・危険性情報の整理
↓

曝露量の推定
↓

フィジカルリスク・ヒト健康影響評価
↓

評価結果の総合的判断
↓

リスク削減手法の選択
↓

リスク管理

事例物質 プラットホームを活用した評価手順

③ ライフサイクルに亘る

リスク評価事例

プラットホームに

搭載された情報搭載された情報と

ツールを活用ツールを活用して

評価する



ライフサイクルリスク評価に必要な情報整備

情報がない場合は実験等でデータを収集情報がない場合は実験等でデータを収集
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フィールド観測フィールド観測
（環境濃度測定）（環境濃度測定）

製造 工業使用 廃棄製品使用

対象プロセス 情報項目

原料製造 対象物質使用量

国内生産・出荷量

輸入量

対象物質含有量

大気排出係数

水圏排出係数

土壌排出係数

工業使用 対象物質使用量

国内生産・出荷量

輸入量

対象物質含有量

大気排出係数

水圏排出係数

対象プロセス 情報項目

製造

工業使用

製品使用

廃棄

事例物質（HBCD,PFOS）

について情報収集
ライフサイクルフローに必要な情報

17WIC委員会



HBCD, PFOSHBCD, PFOSのフィジカルハザード：のフィジカルハザード：
①データベース（CAMEO Chemicals）情報の利用：

HBCDは「強酸化剤との混合危険、可燃性である可能性」
PFOSはデータなし

②自ら分類する場合：
融点、沸点、引火点など物理化学的性状から消防法危険物に
該当しない（HBCD, PFOS）

事故事例情報：事故事例情報：
HBCD, PFOSでは事故事例なし。原料、使用製品の事例あり。

事例物質等の事故情報事例物質等の事故情報
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事例物質のフィジカルハザード情報

対象化学物質 事故情報収録数 代表的事故事例
HBCD 0件 -

CDT(ｼｸﾛﾄﾞﾃﾞｶﾄﾘｴﾝ) 1件 輸送事故(オランダ)
Br2 約50件 バルブ漏えい事故、輸送事故

発泡ポリスチレン 約30件 溶接作業事故

PFOS 0件 -
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マテリアルフローの作成（HBCDHBCD） (トン/年)
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60

製造・輸入 工業使用 廃棄製品使用
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移動
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木造

環境排出量はEU Risk 
Assessment reportに基づく
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マテリアルフローの作成（PFOSPFOS） (トン/年) 移動
排出

製造・輸入 工業使用 廃棄製品使用
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環境排出量と曝露量の推定結果の例（HBCDHBCD）

H
B

C
D

排
出

量
(k

g/
年

)

大気 水域

(コンパウンド)

マテリアルフロー解析によって推定したマテリアルフロー解析によって推定したHBCDHBCD排出量排出量と、情報プラットホームに搭載と、情報プラットホームに搭載

された曝露情報、された曝露情報、評価ツール評価ツールを活用して曝露量を推定を活用して曝露量を推定
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HBCDの推定曝露量
21

マテリアルフロー解析
による排出量を基に推
定した曝露量と実測値
を基に計算した値を比
較検証



ライフサイクルに亘るリスク評価手法テクニカルガイダンス

記載内容記載内容::
___ 高懸念物質のリスク評価に必要な情報収集方法、整備状況
___ マテリアルフローの作成と解析方法
___ 網羅的な曝露シナリオの抽出方法（排出源、曝露対象など）
___ 曝露・リスク評価の最適ツールの選択
___ ライフサイクルのリスク評価（フィジカル、ヒト健康などトータルな視点で

判断する考え方の提示）等

22
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ミッションステートメントミッションステートメント これまでの実施内容これまでの実施内容 期待される効果期待される効果

a.a.フィジカルリスクとヒト健康フィジカルリスクとヒト健康

リスク情報がリンクリスク情報がリンクした化化
学物質のトータルリスク学物質のトータルリスクを
考えるための基盤情報と
なる情報プラットホームの
構築体系的かつ効率的に
化学物質のフィジカルリス
ク/環境リスクを把握・評価

するためのツールの搭載ツールの搭載

ハザード・物性・曝露に関する既存情
報DB（国内外）の調査とリンク

特に、ミッシングリンクとして、急性影急性影
響、フィジカルハザード、事故事例情響、フィジカルハザード、事故事例情
報などを一体化報などを一体化
曝露シナリオの網羅的な収集による
主要な曝露シナリオのスクリーニング
手法の確立
有害性情報やリスク評価予測ツール
利用のためのテクニカルガイド作成

情報プラットホームの機能
－必要な情報の効率的収
－欠けている情報の特定
－信頼性の確保
－主要な曝露シナリオの推定、
曝露量の予測
活用により、フィジカル、定フィジカル、定
常・非定常曝露に関する情報常・非定常曝露に関する情報
収集が簡略化収集が簡略化し、総合的にリ
スクを評価可能

b.b.フィジカルリスク及び短期・

長期毒性まで考慮した、
従来の研究では考慮され
ていないミッシングリンク
を繋げた新たな化学物質化学物質
のライフサイクルリスクののライフサイクルリスクの
評価手法と代表例評価手法と代表例の提案

事例物質 (HBCD, PFOS)のマテリア

ルフロー及びテクニカルガイド作成
マテリアルフロー解析を用いたライフマテリアルフロー解析を用いたライフ
サイクルの事故、ヒト曝露評価・リスクサイクルの事故、ヒト曝露評価・リスク
評価事例作成評価事例作成
ライフサイクルリスク評価に必要な情
報の特定、手法の構築

マテリアルフロー解析による
ライフサイクルでのリスクの見
落とし防止（ミッシングリンクを
繋げた）
ライフサイクルリスクをトータライフサイクルリスクをトータ
ルで評価ルで評価し、全体のリスクを
低減する考え方の醸成

c.c. 事業者が有効活用しやす事業者が有効活用しやす

い形い形で情報発信
情報プラットホームが持つべき情報、
機能（アウトプット情報）の整理
ホームページプロトタイプ公開、意見ホームページプロトタイプ公開、意見
の収集の収集による機能の検証

マテリアルフロー作成による
川上、川中、川下企業の情報川上、川中、川下企業の情報
共有共有

まとめ 実施内容と期待される効果



今後の展開
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本情報プラットホームは、平成平成2121年度内年度内に公開する予定。

来年度以降は、横浜国立大学環境情報研究院横浜国立大学環境情報研究院及び
安心・安全の科学研究教育センター安心・安全の科学研究教育センターにより、更新など
を行う予定。

http://www.anshin.ynu.ac.jp/renkei/

ご活用・ご支援よろしくお願い致します
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